
 

 

子ども達の教育格差をなくすことを目的に、教材提供活動を実施 
 

２０２２年７月２７日、タツミ・インドネシア近隣の小学校において、ＣＳＲ活動の一環として教材提供活動を実施しました。 

 

   

 

┃目録贈呈の様子（右：和田工場長）  ┃小学校の皆さんと記念撮影 

 

 

【和田工場長コメント】 

今回の活動は、タツミ・インドネシア拠点があるプルワカル

タ県のコタ・ブキット・インダ工業団地内の日系企業２８社に

よる活動で、今年で２２年目となります。 

当日は工業団地周辺にある小学校８校を訪問し、ホワイト

ボードや運動器具、色鉛筆等を贈呈。生徒の皆さんへは文

房具セットを手渡しで配布しました。 

コロナ禍で２年余りオンライン授業が続きましたが、新学期

（７月）より学校が再開となり、生徒の皆さんの笑顔がとても

印象的でした。 

近隣の企業で働く生徒も多いとのことで、大きくなったら是

非タツミに入社して、インドネシアの発展に共に貢献していた

だきたいと願っています。                        

 

 
 

┃目録の贈呈後、各教室を回りレクリエーションを行いました 


